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２００９年１１月１２日 

独立行政法人水資源機構（証券ｺｰﾄﾞ：－） 
 

債券新規格付：「ＡＡ＋」(ﾀﾞﾌﾞﾙ A ﾌﾟﾗｽ) 
  
株式会社日本格付研究所（ＪＣＲ）は、以下のとおり債券の格付けをしましたのでお知らせします。 
 

発行体：独立行政法人水資源機構 
 
【新規】 

(対 象)    (発行額)     (発行日)         (償還期限)        (利率)  (格付) 

・第 7回水資源債券   70 億円  2009 年 11 月 19 日  2012 年 12 月 20 日   0.53%       AA+ 
 

担保提供制限：なし（本債券は一般担保付であり、財務上の特約は付されていない。） 

その他の特約：なし 

社債管理者：不設置（ただし、独立行政法人水資源機構法に基づき受託会社が選任されている。） 

 

【参考】 
(対 象)       (格付)      (見通し) 

・長期優先債務      AA+        安定的 
       

【格付事由】 

(1) ＪＣＲは09年 11月 10日に、独立行政法人水資源機構（以下、「機構」という。）の長期優先債務及び既発

行債券の格付けを「ＡＡ＋」と公表しており、その後、格付けに影響を与えるような特段の事象は発生し

ていない。 

 

(2) 09/3期末の自己資本は1,084億円（うち利益剰余金1,011億円）まで積み上がっており、現状の財務内容

からみて、事業の長期化や金利上昇に耐えうるだけの自己資本の厚みが確保されていると判断される。一

方、09年 10月 9日に国土交通省より「09年度におけるダム事業の進め方について」が公表され、機構が

建設中の 8事業のうち 3事業について、当初予定していた新たな段階に入らないこととされた。また、民

主党マニフェストの「独立行政法人改革」に則って、独立行政法人等は原則廃止を前提にゼロベースで見

直す方針とされた。これを受け、政府は、年内に独立行政法人改革の工程表を策定し閣議決定を目指すこ

ととなっており、独立行政法人という組織形態や当機構の業務内容について見直しの対象となる可能性が

あるが、組織の見直し等が行われたとしても、その事業及び債務等は国等へ適切に承継されるものとみら

れる。 

以  上 

 （シニアアナリスト 小峯 崇志・アナリスト 南澤 輝） 

 

 
  

 

 

 


